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小原小・中学校
校では、小中一貫教育の取り組みとして、小
原中学校の教員が小学校でも授業を行って

います。小学校全学年での体育と音楽、５学年は国
語と理科、６学年は英語と社会、算数を中学校の教
員が担当しています。児童からは「ときどき、中学校
で学ぶことも知れてうれしい」という声が聞かれま
す。小学校段階から中学校教員の指導を受けるこ
とで、児童は中学校進学後の学習内容を意識し、円
滑に中学校での学びへと移行する準備ができます。

　また、本校の特色の一つとして、ｐ４ｃ（探究の対
話）を取り入れた「対話的な学び」を朝活動や道徳
の時間に行っています。児童生徒は、互いの考え
を尊重し、対話を通じて深く思考し、多様な価値観
に触れる貴重な学びの時間となっています。仲間
との対話を通して、自分の考えを言葉にして伝え
ることや異なる意見も受け入れて自分の考えを深
める姿勢、豊かな感性が育まれるとともに、互い
を尊重した豊かな人間関係づくりも進んでいます。

9年間を見通して～小中一貫教育と対話的な学びの深化～

校は、「10・20年後の社会で活躍する子ども
の育成」を目標とし、子どもたちが地域と

の関わりを通して、「学ぶ楽しさ」を実感できる体
験学習を大切にしています。「地域を学ぶお話し会」
では、地域の歴史や地域貢献について越河公民館
の安

あん

藤
どう

昭
あき

信
のぶ

さんにお話しいただき、「どうしたら解
決できる？」と考える活動を行いました。斎川公民
館の皆さんの協力で行った「ころ柿づくり体験」
では、地域の方々の温かさに触れながら伝統食で

あるころ柿づくりに真剣に取り組みました。地域
や保護者、大学の先生方などで組織された学校運
営協議会の主催で開催した「おしごと探検隊in
白石」では、５つの事業所が校舎内に職業体験ブー
スを開き、子どもたちが楽しみながら職業や働く
人の思いを学びました。地域の方と一緒に学ぶ体
験は、子どもたちが社会と教科の学習とのつなが
りを実感でき、「もっと学びたい！」という意欲
を持ち、将来の夢を育むきっかけになっています。

地域と学校が「チーム」に！　～子どもの学びとつながる地域学習～白石南小・中学校
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白石市学力向上プロジェクトの取り組み

▲�中学校教諭による授業（小５理科） ▲�中学校ｐ４ｃ（道徳）▲�中学校教諭による授業（小２音楽）

▲�地域を学ぶお話し会 ▲�おしごと探検隊in白石▲�ころ柿づくり体験
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